
令和２（２０２０）.10.20 8
木の実独楽思いて拾いしドングリを
持て余しいる野分けのあとに	 加藤厚子

発行：小平市　編集：企画政策部秘書広報課　〒187－8701　小平市小川町二丁目1333番地　☎042（341）1211（代表）　v０４２（３４６）９５１３（代表）※宛先を必ず記入。

市

長

の

ひ

と

こ

と

小
平
市
長

戻
り
つ
つ
あ
る
ス
ポ
ー
ツ
観
戦

　
開
幕
が
危
ぶ
ま
れ
た
プ
ロ
サ
ッ
カ

ー
や
プ
ロ
野
球
も
数
か
月
遅
れ
で
開

催
さ
れ
た
。
し
か
し
無
観
客
で
は
フ

ァ
ン
の
熱
気
が
伝
わ
っ
て
こ
な
い
。

主
催
者
の
努
力
で
、
感
染
症
対
策
を

万
全
に
行
い
、
今
や
収
容
人
数
の
半

分
ま
で
と
徐
々
に
観
客
も
増
え
つ
つ

あ
る
。
そ
ん
な
中
で
、
大
相
撲
も
観

客
を
入
れ
て
の
九
月
場
所
。
豪
雨
や

地
震
の
被
災
地
、
熊
本
県
初
の
大
関

が
誕
生
し
た
。

　
戻
り
つ
つ
あ
る
ス
ポ
ー
ツ
観
戦
。

オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
に

繋
が
る
こ
と

を
、
た
だ
た

だ
願
う
ば
か

り
で
あ
る
。

認知症サポーターとは、認知症の方やその家族を見守る応援者です。講座
では、認知症を初めて学ぶ方に、接し方など基本知識を学びます。
対　象　市内在住・在勤の方
定　員　各１５人

▷上水新町地域センター会場
と　き　１１月１６日（月）　午後２時〜３時３０分
申込み　１０月２０日（火）から、地域包括支援セン
ターけやきの郷へ（先着順）☎０４２（３４９）２３２１
▷東部市民センター会場
と　き　１１月１８日（水）　午前１０時〜１１時３０分
申込み　１０月２０日（火）から、地域包括支援セン
ター小平健成苑へ（先着順）☎０４２（４５１）８８１３

◆認知症サポーター養成講座出前講座
認知症サポーター養成講座の出前講座を、２人以上のグループで実施して
います。テレビ会議システム（ズーム）での講座も可能です。講座を希望
する方は、高齢者支援課（☎０４２（346）9539）へご相談ください。

認知症サポーター養成講座

▪
認
知
症
関
連
図
書
・
ポ
ス
タ
ー
の
展
示

と
　
き　
１１
月
１４
日（
土
）〜
２６
日（
木
）

と
こ
ろ　
図
書
館
（
分
室
を
除
く
）

▪
認
知
症
関
連
の
ポ
ス
タ
ー
掲
示
・
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
配
布

と
　
き　
１１
月
１６
日（
月
）〜
２０
日（
金
）

と
こ
ろ　
市
役
所
１
階
ロ
ビ
ー

問
合
せ　
高
齢
者
支
援
課
☎
０４２
（
３
４
６

６
）
９
５
３
９

▪
医
師
に
よ
る
　
物
忘
れ
相
談
会

　
医
師
に
物
忘
れ
の
相
談
が
で
き
ま
す
。

　
相
談
は
、
会
場
の
テ
レ
ビ
会
議
シ
ス
テ

ム
（
ズ
ー
ム
）
で
行
い
ま
す
。

と
　
き　
１１
月
１７
日
（
火
）　
午
後
１
時

３０
分
以
降
の
指
定
す
る
時
間

と
こ
ろ　
福
祉
会
館
３
階
談
話
室

対
　
象　
市
内
在
住
で
、
物
忘
れ
な
ど
の

認
知
症
の
症
状
が
あ
る
方
や
、
そ
の
家
族

定
　
員　
３
人

申
込
み　
１０
月
２０
日
（
火
）
か
ら
１１
月
２

日
（
月
）
ま
で
に
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
中
央
セ
ン
タ
ー
へ
（
先
着
順
）
☎
０４２

（
３
４
５
）
０
６
９
１

▪
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ

　
認
知
症
の
方
と
そ
の
家
族
、
地
域
の
人

が
集
ま
り
、
一
緒
に
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

や
、
会
話
を
楽
し
む
場
で
す
。

と
　
き　
１１
月
１８
日
（
水
）　
午
後
２
時

〜
４
時

と
こ
ろ　
福
祉
会
館
３
階
第
２
集
会
室

対
　
象　
市
内
在
住
で
認
知
症
の
方
と
そ

の
家
族

定
　
員　
１０
人

申
込
み　
１０
月
２０
日
（
火
）
か
ら
、
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
中
央
セ
ン
タ
ー
へ

（
先
着
順
）
☎
０４２
（
３
４
５
）
０
６
９
１

▪
認
知
症
本
人
交
流
会

　
認
知
症
へ
の
不
安
な
気
持
ち
や
率
直
な

思
い
を
、
本
人
同
士
で
話
し
合
え
る
場
所

で
す
。
不
安
な
ど
を
言
葉
に
し
て
気
持
ち

を
和
ら
げ
ま
せ
ん
か
。

と
　
き　
１１
月
１９
日
（
木
）　
午
後
１
時

３０
分
〜
３
時

と
こ
ろ　
中
央
公
民
館
学
習
室
４

対
　
象　
市
内
在
住
で
認
知
症
の
症
状

（
物
忘
れ
な
ど
）
が
あ
る
方

※
家
族
も
一
緒
に
参
加
で
き
ま
す
。

定
　
員　
１０
人

申
込
み　
１０
月
２０
日
（
火
）
か
ら
、
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
中
央
セ
ン
タ
ー
へ

（
先
着
順
）
☎
０４２
（
３
４
５
）
０
６
９
１

▪
物
忘
れ
チ
ェ
ッ
ク
会

　
簡
単
な
質
問
票
で
認
知
症
の
疑
い
が
あ

る
か
の
確
認
や
、
認
知
症
予
防
の
講
話
を

し
ま
す
。受
診
が
必
要
な
方
に
は
、後
日
、

医
療
機
関
へ
の
紹
介
状
を
渡
し
ま
す
。

※
講
師
は
テ
レ
ビ
会
議
シ
ス
テ
ム
（
ズ
ー

ム
）
で
講
義
し
ま
す
。

と
　
き　
１１
月
２１
日
（
土
）　
午
前
１０
時

〜
１１
時

と
こ
ろ　
福
祉
会
館
４
階
小
ホ
ー
ル

定
　
員　
３０
人

申
込
み　
１０
月
２０
日
（
火
）
か
ら
、
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
中
央
セ
ン
タ
ー
へ

（
先
着
順
）
☎
０４２
（
３
４
５
）
０
６
９
１

▪
認
知
症
週
間
講
演
会
　
作
業
療
法
士
が

教
え
る
　
認
知
症
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
と
ケ
ア
の
ポ
イ
ン
ト

　
生
活
の
中
で
で
き
る
作
業
を
生
か
し
て

い
く
こ
と
の
大
切
さ
を
、
実
際
の
リ
ハ
ビ

リ
の
様
子
を
通
し
て
学
び
ま
す
。

と
　
き　
１１
月
２１
日
（
土
）　
午
後
２
時

〜
３
時
３０
分

と
こ
ろ　
福
祉
会
館
５
階
市
民
ホ
ー
ル

対
　
象　
市
内
在
住
・
在
勤
の
方

定
　
員　
５０
人

申
込
み　
１０
月
２０
日
（
火
）
か
ら
、
問
合

せ
先
へ
（
先
着
順
）

※
当
日
は
、
福
祉
会
館
５
階
の
ロ
ビ
ー

に
、
高
齢
者
を
支
え
る
住
民
主
体
の
取
り

組
み
な
ど
の
様
子
と
、
現
在
策
定
中
の
小

平
市
地
域
包
括
ケ
ア
推
進
計
画
の
策
定
経

過
や
方
向
性
な
ど
を
掲
示
し
ま
す
。

問
合
せ　
高
齢
者
支
援
課
☎
０４２
（
３
４

６
）
９
５
３
９

認知症のチェックシートや、地域包括支援センター
の連絡先、介護サービスの情報などが掲載されてい
ます。ガイドブックは、高齢者支援課（健康福祉事
務センター１階）、市政資料コーナー（市役所１
階）、東部・西部出張所、地域包括支援センター、
公民館、地域センターにあります。

こだいら認知症ガイドブック

地域包括支援センターの担当地域
けやきの郷☎042（349）2321
栄町、中島町、小川町１丁目、たかの台、津田町１丁目、上水新町、上水本町１丁目

小川ホーム☎042（347）6033
小川西町、小川東町１〜５丁目、津田町２〜３丁目、学園西町、上水本町２〜６丁目

中央センター（基幹型）☎042（345）0691
小川東町、小川町２丁目、学園東町１丁目

多摩済生ケアセンター☎042（349）2123
美園町、大沼町、仲町、学園東町２丁目〜３丁目、学園東町、喜平町、上水南町

小平健成苑☎042（451）8813
花小金井、天神町、鈴木町、花小金井南町、回田町、御幸町

認知症は早期に受診して、適切な治療や対応をすることで、症状の改善や、
進行が緩やかになることがあります。また、症状が軽いうちに医療機関など
に相談し、病気と向き合い、家族と話し合うことで、今後の生活に備えるこ
ともできます。まずは認知症か正しく見極めることが重要です。気になるこ
とがある場合は、早めに相談しましょう。

診断までの流れ
「思い当たることがある」「認知症かもしれない」と思ったら、まずはかか
りつけ医や、かかりつけ医がいない場合はもの忘れ相談医（こだいら認知症
ガイドブックに掲載）へ相談しましょう。認知症の診断は検査機器などがそ
ろう病院で行い、診断後は自宅近くのクリニックなどで薬の処方を受けなが
ら経過観察をしていきます。

症状について気になることがあれば、かかりつ
け医または、もの忘れ相談医へご相談くださ
い。相談の際は、家族と一緒に相談すると、本
人の話との食い違いがなく、詳しく話を聞けま
す。また、気になることなどをまとめて相談す
ると話が進みやすいです。問診や診察の結果か
ら、必要があれば、専門医への受診をお薦めし
ます。

かかりつけ医やもの忘れ相談医へ相談を

矢口内科クリニック　矢口医師

認知症早期発見には、家族や周りの方の気づきが大切です
認知症には、たびたび生活に大事なものを無くすな
どの物忘れや、それ以外にも、さまざまな症状があ
ります。地域包括支援センターでは、どのようなこ
とで困っているのかを聞いて、本人や家族が穏やか
に日常生活が送れるよう支援します。
また、近所に話のつじつまが合わなくなった、元気
だったのに出歩く様子がないなど気になる方がいれ
ば、ご相談ください。
独居の方が増えており、認知症は本人だけでなく、
家族、地域の方の気づきが大切です。地域で安心し
て生活できるよう、ぜひ早めにご連絡ください。

地域包括支援センター
けやきの郷　柳田さん

認知症は早期発見が大切

相談先やサービスなどの情報を掲載

問合せ　高齢者支援課☎042（346）9539

▷同じことを何度も尋ねる
▷今まで好きだったことに興味をもたなくなった
▷身だしなみに気を使わなくなった
▷料理の味付けが変わったなど

認知症を疑う症状とは

生活の中での困りごとは

オレンジリングは認知
症サポーターの証し。
受講した方には、オレ
ンジリングを差し上げ
ます。

こ
だ
い
ら
認
知
症
週
間

１１
月
１６
日（
月
）〜
２１
日（
土
）

地域包括支援センターへ


